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は じ め には じ め には じ め には じ め に     

下 仁 田 町 環 境 基 本 計 画 （ 以 下 「 基 本 計 画 」 と い い ま す 。 ） は 、 平 成 1 9

年 度 か ら 平 成 2 8 年 度 ま で の 1 0 年 間 を 計 画 期 間 と し て い ま す 。  

本 書 は 、基 本 計 画 の 第 7 年 次（ 平 成 2 5 年 度 ）の 取 り 組 み 状 況 に つ い て 報

告 書 に ま と め た も の で す 。  

こ の 基 本 計 画 で は 1 0 年 間 の 内 に 行 う べ き 具 体 的 な 施 策 の 構 成 を 8 つ の 柱

と し て 、 そ れ ぞ れ の 計 画 に 目 標 と 達 成 の 目 安 を 定 め て お り 、 こ れ に 向 け た

取 り 組 み を 展 開 す る こ と と し て い ま す 。 （ 表 １ 参 照 ）  

▼
№ 計画の柱 計画の目標 達成のめやす

①水源のまちとして水環境の

　浄化を進める

②良質な水道水源を保全する ・河川の水質は基準値を超えない

①優良林地を増やす ・放置状態にある山林を減らす

②農地の有効活用をはかる ・遊休農地を減らす

①自然や動植物の保全の仕組

　みをつくる

①ごみ減量のための工夫をす

　る

②ごみの分別とリサイクルを

　進める

・紙・容器包装プラスチックを分別対象とし、

  燃やすごみの資源化率を高める

①省エネルギーを進める ・冷房は28℃、暖房は20℃の設定を保つ

②省資源のための取組を進め

　る

・マイバッグ運動を定着させる

①美しいまち並みを守るため

　の取組を進める

②美しい農村風景を守るため ・緑化コンクールを実施する

　の取組みを進める

①公害のない町づくりを進め

　る

①大人の環境に対する意識を

　高める

②子どもの環境教育を進める ・環境に関わる活動に、全町民・事業者・行政が

　何らかの形で参加する

表１　８つの具体的施策

ごみの減量ごみの減量ごみの減量ごみの減量

省エネ・省資源省エネ・省資源省エネ・省資源省エネ・省資源

水環境水環境水環境水環境

山林・農地山林・農地山林・農地山林・農地

1111

2222

4444

5555

・浄化槽設置整備事業の推進  50～100基／年

3333 自然・生きもの自然・生きもの自然・生きもの自然・生きもの ・貴重な動植物、および生育・生息地を指定する

・美化活動を定例化する

・生ごみ処理機を普及させる

・環境に関するイベントを年１回開催する

8888 環境への意識環境への意識環境への意識環境への意識

・町内全体で消費する電力を削減する

・景観整備重点地区(仮称)を設定する。

6666 景観景観景観景観

7777 生活環境生活環境生活環境生活環境 ・法規制の遵守を徹底する

    

№№№№ 1111     水 環 境 へ の 取 組水 環 境 へ の 取 組水 環 境 へ の 取 組水 環 境 へ の 取 組  

当 町 で は 定 期 的 に 河 川 水 質 を 監 視 す る 目 的 で 、 年 2 回 の 水 質 検 査 （ 表 2、

3 参 照 ） を 継 続 し ま し た 。  

夏 期 は 水 素 イ オ ン（ P H）、浮 遊 物 質 量（ S S）、生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量（ B O D）、

溶 存 酸 素 量 （ D O） に つ い て 、 全 地 点 で 環 境 基 準 値 を 満 た し ま し た 。  

 ま た 、 冬 期 は 長 源 寺 橋 で 水 素 イ オ ン （ P H） が 若 干 環 境 基 準 を 上 回 り ま し

た が 、 付 着 海 藻 類 に よ る 光 合 成 の た め 水 中 の 二 酸 化

炭 素 が 取 り 込 ま れ て し ま っ た こ と が 原 因 と さ れ て い

ま す 。 さ ら に 、 八 千 代 橋 で は 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量

（ B O D） が 環 境 基 準 （ 2 ㎎ /Ｌ ） を 上 回 っ て い ま す が 、

生 活 排 水 由 来 と 思 わ れ る 浮 遊 物 質 が 一 見 し て 認 め ら

れ た こ と か ら 、 こ の 浮 遊 物 質 の 分 解 に 溶 存 酸 素 が 消

費 さ れ た こ と に よ る も の と 思 わ れ ま す 。  ▲中小坂・安導寺地区を流れる河川▲中小坂・安導寺地区を流れる河川▲中小坂・安導寺地区を流れる河川▲中小坂・安導寺地区を流れる河川

　　　　(撮影：平成25年7月18日）　　　　(撮影：平成25年7月18日）　　　　(撮影：平成25年7月18日）　　　　(撮影：平成25年7月18日）



2 
 

な お 、夏 期 ・ 冬 期 と も に 大 腸 菌 群 数 が 全 地

点 で 環 境 基 準 値 を 上 回 っ て い る こ と か ら 、当

町 以 外 の 状 況 を 調 べ た と こ ろ 、 鏑 川 橋 下 （ 鏑

川 ）で は 最 大 値 で 1 7 , 0 0 0（ M P N / 1 0 0ｍ l）と な

っ て お り 、鏑 川 下 流 で も 数 値 が 高 く な っ て い

ま し た 。 ま た 、 群 馬 大 橋 下 （ 利 根 川 ） で は 最

大 値 で 7 , 0 0 0（ M P N / 1 0 0ｍ l） と 鏑 川 よ り 大 腸

菌 群 数 が 少 な い こ と か ら 、 水 量 も 原 因 の ひ と つ と 考 え ま す 。  

次 年 度 か ら は 、 河 川 水 量 等 を 明 記 し た 水 質 検 査 を 実 施 し 、 水 量 と 大 腸 菌

群 の 比 較 を 行 い ま す 。  

 

 

 

 

PH

PHPH

PH SS

SSSS

SS BOD

BODBOD

BOD DO

DODO

DO 大腸菌

大腸菌大腸菌

大腸菌 PH

PHPH

PH SS

SSSS

SS BOD

BODBOD

BOD DO

DODO

DO 大腸菌

大腸菌大腸菌

大腸菌

2005

20052005

2005 8.5 0.9 0.6 9.1 3,300 8.4 1.9 0.8 9.1 7,900

2007

20072007

2007 7.9 2.5 0.5 9.0 1,100 7.9 2.5 0.9 9.0 3,300

2008

20082008

2008 7.9 2.2 1.0 8.5 7,900 7.9 2.0 0.5 8.8 7,900

2009

20092009

2009 8.4 3.0 1.2 8.6 4,600 8.4 4.0 1.3 8.3 2,200

2010

20102010

2010 7.9 14.0 1.0 8.7 1,300 7.8 15.0 1.0 8.7 1,400

2011

20112011

2011 8.0 1.0 0.5 8.3 4,900 8.0 2.0 0.7 7.9 7,900

2012

20122012

2012 8.3 0.1 0.5 8.6 3,300 8.2 1.0 0.5 8.7 7,000

2013

20132013

2013 8.3 2.0 0.5 8.8 13,000 8.4 2.0 0.8 8.5 4,900

2014

20142014

2014 8.0 1.0 0.6 8.3 2,400 8.1 2.0 0.8 8.0 7,900

PH

PHPH

PH SS

SSSS

SS BOD

BODBOD

BOD DO

DODO

DO 大腸菌

大腸菌大腸菌

大腸菌 PH

PHPH

PH SS

SSSS

SS BOD

BODBOD

BOD DO

DODO

DO 大腸菌

大腸菌大腸菌

大腸菌

2005

20052005

2005 8.6 1.2 0.6 9.8 1,700 8.1 1.3 0.5 9.1 1,400

2007

20072007

2007 7.8 2.5 0.5 9.0 3,300 7.8 2.5 0.5 8.9 4,900

2008

20082008

2008 7.9 2.0 0.5 8.8 11,000 7.7 4.3 0.5 8.6 4,900

2009

20092009

2009 8.2 6.0 0.9 8.7 2,400 7.9 18.0 0.7 8.6 7,900

2010

20102010

2010 7.8 15.0 0.5 8.7 3,300 7.9 13.0 0.5 8.7 4,900

2011

20112011

2011 8.0 1.0 0.5 8.1 49,000 8.0 2.0 0.5 8.7 3,300

2012

20122012

2012 8.1 1.0 0.8 8.9 3,300 8.0 1.0 0.5 8.8 7,000

2013

20132013

2013 8.3 2.0 0.5 8.9 11,000 8.0 1.0 0.5 8.5 13,000

2014

20142014

2014 8.1 2.0 0.4 8.3 4,900 7.9 2.0 0.3 8.2 4,900

PH

PHPH

PH SS

SSSS

SS BOD

BODBOD

BOD DO

DODO

DO 大腸菌

大腸菌大腸菌

大腸菌

2005

20052005

2005 8.3 2.1 0.8 8.8 11,000

2007

20072007

2007 7.9 1.3 0.5 9.1 4,900

2008

20082008

2008 8.0 0.4 0.5 8.7 17,000

2009

20092009

2009 8.7 2.0 1.0 8.4 1,400

2010

20102010

2010 7.9 5.0 0.6 8.6 400

2011

20112011

2011 8.4 1.0 0.6 8.0 1,300

2012

20122012

2012 8.3 1.0 0.5 8.8 4,600

2013

20132013

2013 8.1 1.0 1.0 8.2 3,300

2014

20142014

2014 8.3 3.0 0.3 8.2 3,300

PH

PHPH

PH SS

SSSS

SS BOD

BODBOD

BOD DO

DODO

DO 大腸菌

大腸菌大腸菌

大腸菌 PH

PHPH

PH SS

SSSS

SS BOD

BODBOD

BOD DO

DODO

DO 大腸菌

大腸菌大腸菌

大腸菌

2005 8.2 1.9 0.9 13.0 7,900 7.8 5.4 2.0 13.0 240,000

2007 7.9 9.2 1.9 11.0 7,900 7.7 5.6 3.1 11.0 7,900

2008 7.8 2.3 0.5 12.3 4,600 7.8 5.4 2.7 11.7 2,600

2009 7.9 1.0 0.6 12.2 4,600 8.0 3.0 1.3 12.0 13,000

2010 7.8 1.0 0.5 12.0 17,000 7.6 2.0 1.1 12.0 49,000

2011 8.2 1.0 0.6 12.0 2,800 7.8 5.0 1.6 11.0 130,000

2012 8.1 1.0 1.1 12.0 13,000 7.9 5.0 2.6 12.0 170,000

2013 8.1 2.0 1.2 12.0 17,000 7.8 5.0 2.6 12.0 17,000

PH

PHPH

PH SS

SSSS

SS BOD

BODBOD

BOD DO

DODO

DO 大腸菌

大腸菌大腸菌

大腸菌 PH

PHPH

PH SS

SSSS

SS BOD

BODBOD

BOD DO

DODO

DO 大腸菌

大腸菌大腸菌

大腸菌

2005 8.1 0.5 0.5 14.0 3,300 7.8 2.1 0.5 12.0 1,700

2007 7.8 0.9 0.6 11.0 3,300 7.8 6.3 0.7 11.0 790

2008 7.8 0.7 0.5 12.3 790 7.8 1.1 0.5 11.9 790

2009 8.0 1.0 0.5 12.9 700 7.8 1.0 0.5 12.1 330

2010 7.9 1.0 0.5 12.0 2,200 7.8 1.0 0.5 12.0 920

2011 8.0 1.0 0.5 12.0 3,300 7.8 1.0 0.5 11.0 490

2012 8.1 1.0 0.5 13.0 23 7.9 1.0 0.5 12.0 49

2013 8.0 1.0 0.7 12.0 33,000 7.8 1.0 0.6 11.0 1,700

PH

PHPH

PH SS

SSSS

SS BOD

BODBOD

BOD DO

DODO

DO 大腸菌

大腸菌大腸菌

大腸菌

2005 8.2 1.4 0.8 13.0 3,300

2007 7.9 2.9 2.9 11.0 14,000

2008 7.9 1.5 0.7 11.7 3,300

2009 8.4 1.0 0.6 12.2 490

2010 8.1 1.0 1.3 11.0 11,000

2011 8.0 1.0 0.6 11.0 4,900

2012 8.5 1.0 0.7 12.0 33

2013 8.6 2.0 1.3 12.0 33,000

調査年

南牧川　（長源寺橋）

南牧川　（長源寺橋）南牧川　（長源寺橋）

南牧川　（長源寺橋）

　表３　河川水質調査結果（冬期）　表３　河川水質調査結果（冬期）　表３　河川水質調査結果（冬期）　表３　河川水質調査結果（冬期）

調査年

鏑　川　（不通橋）

鏑　川　（不通橋）鏑　川　（不通橋）

鏑　川　（不通橋） 鏑　川　（八千代橋）

鏑　川　（八千代橋）鏑　川　（八千代橋）

鏑　川　（八千代橋）

調査年

鏑　川　（安導寺）

鏑　川　（安導寺）鏑　川　（安導寺）

鏑　川　（安導寺） 鏑　川　（本宿）

鏑　川　（本宿）鏑　川　（本宿）

鏑　川　（本宿）

鏑　川　（本宿）

鏑　川　（本宿）鏑　川　（本宿）

鏑　川　（本宿）

調査年

調査年調査年

調査年

南牧川　（長源寺橋）

南牧川　（長源寺橋）南牧川　（長源寺橋）

南牧川　（長源寺橋）

　表２　河川水質調査結果（夏期）　表２　河川水質調査結果（夏期）　表２　河川水質調査結果（夏期）　表２　河川水質調査結果（夏期）

調査年

調査年調査年

調査年

鏑　川　（不通橋）

鏑　川　（不通橋）鏑　川　（不通橋）

鏑　川　（不通橋） 鏑　川　（八千代橋）

鏑　川　（八千代橋）鏑　川　（八千代橋）

鏑　川　（八千代橋）

調査年

調査年調査年

調査年

鏑　川　（安導寺）

鏑　川　（安導寺）鏑　川　（安導寺）

鏑　川　（安導寺）

 

略称

項目 生物化学的酸素要求量

8.5以下
2mg/l以下 1,000MPN/100ml以下基準値

6.5以上
25mg/l以下

群馬県の生活環境に関する環境基準（鏑川＝Ａ類型）

PH SS BOD 大腸菌

大腸菌群数水素イオン濃度 浮遊物質量

DO

容存酸素量

7.5mg/l以上

鏑川 利根川

（鏑川橋）（鏑川橋）（鏑川橋）（鏑川橋） （群馬大橋）（群馬大橋）（群馬大橋）（群馬大橋）

高崎市 前橋市

最大値 17,000 7,000

最小値 130 700

※検査結果資料先：群馬県

※検査は年間数回実施していることから、

　最大値と最小値があります

大腸菌群数大腸菌群数大腸菌群数大腸菌群数

　■平成24年度当町以外の河川測定結果

単位：MPN/100ｍＬ
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図 1 で は 、 市 街 地 付 近 を 流  

れ る 八 千 代 橋 下 の 河 川 を 観 測

地 点 と し た 大 腸 菌 群 数（ 冬 期 ）

の 経 年 変 化 で す 。   

 残 念 な こ と に 、 環 境 基 準 で

あ る 1,000MPN/100ml以 下 を ク リ ア ー

す る 年 度 は あ り ま せ ん 。 年 度

で 大 幅 な ば ら つ き が あ り 、 特

定 で き る 確 実 な 原 因 は 定 か で

は あ り ま せ ん が 、 汚 染 水 処 理

普 及 率 の 遅 れ も 要 因 の ひ と つ

と 考 え ら れ ま す 。  

 

図 2 か ら は 、 鏑 川 の 汚 れ

（ B 0 D /生 物 化 学 的 酵 素 要 求  

量 ） の 比 較 で す 。 上 流 部 に

比 べ 市 街 地 内 の 数 値 が 悪 い こ

と が う か が え ま す 。  

こ れ も 図 1 と 同 様 に 、 自 然

環 境 に 由 来 す る 河 川 の 汚 れ に

加 え 、 各 家 庭 か ら 排 出 さ れ る

生 活 雑 排 水 の 流 入 量 が 人 口 密

集 地 で 増 加 し 、 水 中 の 微 生 物

の 活 動 が 活 発 に な る こ と が 要

因 の ひ と つ と 考 え ら れ ま す 。  

家 庭 か ら 排 出 さ れ る 生 活 雑  

排 水 へ の 対 策 と し て 、 平 成 1 9

年 度 ま で は 合 併 浄 化 槽 設 置 者

に 補 助 金 と し て 交 付 し て い ま

し た が 、平 成 2 0 年 度 か ら は 町

が 計 画 か ら 設 置 ま で を 一 貫 し

て 行 う 「 市 町 村 設 置 型 」 に 転

換 し 、 合 併 浄 化 槽 へ の 推 進 を

進 め て い ま す 。し か し な が ら 、

平 成 2 5 年 度 は 、 4 2 基 増 に と

ど ま り 年 次 目 標 で あ る 5 0～

1 0 0 基 /年 を 達 成 す る こ と は 出

来 ま せ ん で し た 。 そ の 要 因 に

は 、 新 築 住 宅 建 設 の 低 下 や 住

宅 改 造 費 の 捻 出 な ど 、 補 助 金

が 交 付 さ れ て も 個 人 負 担 が 大 き い こ と が 上 げ ら れ ま す 。  

こ の 「 合 併 浄 化 槽 」 は 、 し 尿 と 生 活 雑 排 水 （ 台 所 や 風 呂 、 洗 濯 水 な ど ）

を 同 時 に 処 理 し て き れ い な 水 を 放 流 す る 施 設 で 、 集 合 処 理 施 設 （ 下 水 道 や
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▲水質検査当日の八千代橋下（撮影：平成25年12月10日）▲水質検査当日の八千代橋下（撮影：平成25年12月10日）▲水質検査当日の八千代橋下（撮影：平成25年12月10日）▲水質検査当日の八千代橋下（撮影：平成25年12月10日）

▼図1　　八千代橋における大腸菌群の推移（冬期）▼図1　　八千代橋における大腸菌群の推移（冬期）▼図1　　八千代橋における大腸菌群の推移（冬期）▼図1　　八千代橋における大腸菌群の推移（冬期）

▼図2　　鏑川（冬期）の汚れ（BOD)▼図2　　鏑川（冬期）の汚れ（BOD)▼図2　　鏑川（冬期）の汚れ（BOD)▼図2　　鏑川（冬期）の汚れ（BOD)
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●平成25年度汚染処理人口普及率

順位 市町村名 普及率（％）

1 上野村 96.5

12 甘楽町 88.6

28 富岡市 55.7

30 安中市 52.7

34 南牧村 40.0

35 下仁田町 26.5

88.9

76.9

近隣市町村の状況

※全国平均

※群馬県平均

●平成25年度汚染処理人口普及率

順位 市町村名 普及率（％）

1 上野村 96.5

12 甘楽町 88.6

28 富岡市 55.7

30 安中市 52.7

34 南牧村 40.0

35 下仁田町 26.5

88.9

76.9

近隣市町村の状況

※全国平均

※群馬県平均

農 業 集 落 排 水 施 設 な ど ） と く ら べ る と 遥 か に 小 さ い 施 設 で す が 、 そ の 能 力

は 同 等 と さ れ て い ま す 。  

し か し な が ら 、 当 町 は 「 単 独 浄 化 槽 」 が 主 流 で あ り 、 県 内 に も 約 2 0 万 6

千 基 が 稼 働 し て い ま す が 、 こ の 単 独 浄 化 槽 か ら 排 出 さ れ る 家 庭 排 水 は 合 併

浄 化 槽 の 8 倍 も の 汚 れ と し て 河 川 へ 流 れ 込 み 、 水 質 汚 濁 の 一 因 と な っ て い

ま す 。  

当 町 の 、 平 成 2 5 年 度 9 月 末 現 在 3 , 4 8 7

世 帯 に 対 し 合 併 処 理 浄 化 槽 設 置 基 数 は 6 2 0

基 （ 1 7 . 7 8 %） 、単 独 処 理 浄 化 槽 設 置 基 数 は

1 , 5 7 5 基 （ 4 5 . 1 7 %） 、 そ の 他 は 1 , 2 9 2 世 帯

（ 3 7 . 0 5％ ） で 、 合 併 浄 化 槽 の 普 及 率 が 少

な い こ と が 分 か り ま す 。  

こ れ を 県 内 3 5 市 町 村 の 汚 染 処 理 人 口 普

及 率 で 比 較 し た 場 合 、 平 成 2 5 年 度 で 2 6 . 5

％ と な り 、水 源 の 町 で あ る に も 関 わ ら ず 県

内 で 最 下 位 と な っ て い ま す 。特 に 、全 国 平

均 8 8 . 9％ 、 県 平 均 7 6 . 9％ と 高 い 数 値 と な

っ て お り 、当 町 は 平 均 を 大 き く 下 回 っ て い

ま す 。  

図 3 で は 世 帯 数 +合 併 浄

化 槽 基 数 +夏 期 （ 八 千 代

橋 ）： B O D（ 生 物 化 学 的 酵

素 要 求 量 ） の 比 較 を 表 し

た も の で す 。 全 て の 年 度

に お い て B O D は 環 境 基 準

値（ 2ｍ g /以 下 ）を 下 回 り

安 定 し た 検 査 結 果 と な っ

て い る こ と が 分 か り ま す

が 、 良 質 な 水 道 水 源 の 確

保 の た め 、 合 併 浄 化 槽 の

普 及 は 急 務 と な っ て い ま

す 。  

 

 

 

 

 

 

▼図3　　主な観察地点におけるBODと町内浄化槽設置数▼図3　　主な観察地点におけるBODと町内浄化槽設置数▼図3　　主な観察地点におけるBODと町内浄化槽設置数▼図3　　主な観察地点におけるBODと町内浄化槽設置数

　　　　　　（世帯数：浄化槽数は各年度9月末現在数）　　　　　　（世帯数：浄化槽数は各年度9月末現在数）　　　　　　（世帯数：浄化槽数は各年度9月末現在数）　　　　　　（世帯数：浄化槽数は各年度9月末現在数）

　　　　　　（BODとは、生物化学的酵素要求量で環境基準値は2mg/L以下）　　　　　　（BODとは、生物化学的酵素要求量で環境基準値は2mg/L以下）　　　　　　（BODとは、生物化学的酵素要求量で環境基準値は2mg/L以下）　　　　　　（BODとは、生物化学的酵素要求量で環境基準値は2mg/L以下）

計画目標計画目標計画目標計画目標 達成目安達成目安達成目安達成目安 平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果 判定判定判定判定

水源の町として水環境の浄

化を進める
浄化槽設置（50～100基/年） 合併浄化槽42基設置 ×

良質な水道水源を確保
河川の水質は基準値を超えな

い

河川水質調査結果で「大腸

菌」が大幅に基準値を超えて

いる

×

「水環境」　計画目標 →　取組状況「水環境」　計画目標 →　取組状況「水環境」　計画目標 →　取組状況「水環境」　計画目標 →　取組状況
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▲町の85％を占める山林。不在地主が深刻▲町の85％を占める山林。不在地主が深刻▲町の85％を占める山林。不在地主が深刻▲町の85％を占める山林。不在地主が深刻

化。地元森林組合によって災害に強い活力化。地元森林組合によって災害に強い活力化。地元森林組合によって災害に強い活力化。地元森林組合によって災害に強い活力

ある森林づくりが進められています。ある森林づくりが進められています。ある森林づくりが進められています。ある森林づくりが進められています。

№№№№ 2222     山 林山 林山 林山 林 ・・・・ 農 地 へ の 取 り 組 み農 地 へ の 取 り 組 み農 地 へ の 取 り 組 み農 地 へ の 取 り 組 み     

    

1111． 山 林． 山 林． 山 林． 山 林     

幹 が 太 く 、 林 床 の 植 正 が 豊 か な 森 林 は 、

木 材 と し て の 利 用 だ け で な く 森 林 環 境 の

保 全 に 役 立 ち ま す 。  

こ の よ う な 森 林 を 造 成 す る た め に は 、枝

や 葉 を 茂 ら せ 、十 分 な 光 合 成 活 動 を 維 持 す

る 樹 木 を 育 て な け れ ば な り ま せ ん 。  

ま た 、 二 酸 化 炭 素 の 吸 収 源 対 策 と し て 、

森 林 整 備 を 確 実 に 進 め て い く こ と が 重 要 で あ る こ と か ら 、 地 元 森 林 組 合 が

中 心 と な り 災 害 に 強 い 活 力 あ る 森 林 づ く り を 進 め て い ま す 。  

し か し 基 幹 産 業 で あ る 林 業 は 、 外 国 産 の 安 い 木 材 の 輸 入 等 の 影 響 で 低 迷

し て お り 、 木 材 を 伐 採 し 販 売 し て も 伐 採 費 用 に し か な ら な い （ 利 益 が で な

い ） と い う 状 況 が 長 年 続 い て い ま す 。  

特 に 最 近 の 住 宅 は 、 日 本 住 宅 建 築 （ 柱 を 見 せ 材 質 に こ だ わ る ） タ イ プ か

ら 組 立 (木 材 を 見 せ な い )タ イ プ と な っ て お り 、 国 内 産 木 材 の 需 要 減 少 の 原

因 に な っ て い ま す 。  

ま た 、 優 良 林 地 を 増 や す た め 、 ヒ ノ キ 等 の 植 林 を 行 っ て い ま す が 、 有 害

鳥 獣（ イ ノ シ シ 等 ）の 被 害 を 受 け 、そ の 対 策 に 苦 慮 し て い る の が 現 状 で す 。 

 

2222．．．． 農 地農 地農 地農 地     

下 仁 田 ネ ギ と 蒟 蒻 の 特 産 の イ メ ー ジ が 強 い 農 業 は 、 担 い 手 が 少 な く 、 長 年 基 幹 産

業 を 支 え て き た 高 齢 者 は 、 や む な く 農 業 を 廃 業 し な け れ ば な ら な い 状 況 が 懸 念 さ れ て

い ま す 。  

し か し な が ら 、 優 良 農 地 が 多 く 、 下 仁 田 ネ ギ の 生 産 拠 点 と な

っ て い る 馬 山 地 区 で は 、 全 盛 期 よ り も 栽 培 量 は 減 少 し て い る も

の の 、 下 仁 田 ネ ギ や 蒟 蒻 の 生 産 が 行 わ れ 、 農 業 景 観 が 保 た れ

て い ま す 。  

さ ら に 、 下 仁 田 ネ ギ 祭 な ど の イ ベ ン ト を 開 催 す る こ と で 、 農 家

の 活 力 を 維 持 し 、 今 後 も 歴 史 あ る 下 仁 田 ネ ギ と 蒟 蒻 を 中 心 と

し た 農 地 の 利 活 用 を 行 い 、 農 業 関 係 機 関 の 協 力 の も と 農 地

の 利 活 用 を 展 開 し て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

▲ブランド化で付加価値販売を展開する▲ブランド化で付加価値販売を展開する▲ブランド化で付加価値販売を展開する▲ブランド化で付加価値販売を展開する

下仁田ネギ。下仁田ネギ。下仁田ネギ。下仁田ネギ。

計画目標計画目標計画目標計画目標 達成目安達成目安達成目安達成目安 平成25 年度結果平成25 年度結果平成25 年度結果平成25 年度結果 判定判定判定判定

優良林地を増やす 放置状態にある山林を減らす
森林組合により安定した間伐

が行われている
〇

農地の有効活用を図る 遊休農地を減らす
後継者不足、条件の良い農地

（町外）へ出耕作化
×

「山林・農地」　計画目標　→　取組状況「山林・農地」　計画目標　→　取組状況「山林・農地」　計画目標　→　取組状況「山林・農地」　計画目標　→　取組状況
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№№№№ 3333     自 然自 然自 然自 然 ・・・・ 生 き も の へ の 取 り 組 み生 き も の へ の 取 り 組 み生 き も の へ の 取 り 組 み生 き も の へ の 取 り 組 み     

 野 生 生 物 を 取 り 巻 く 環 境 は 、年 毎 の 気 候

や 他 の 生 物 の 繁 殖 状 況 、開 発 や 管 理 放 棄 な

ど 人 に よ る 土 地 利 用 の 変 化 、急 激 な 過 剰 採

取 、外 来 生 物 の 侵 入 な ど 様 々 な 要 因 か ら 影

響 を 受 け て お り 、野 生 生 物 の 生 息 ・ 生 育 状

況 は 常 に 変 動 し て い ま す 。  

 絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 生 物 を 保 護 す

る た め に は 、 そ の 実 態 を 知 る こ と が 不 可 欠 で す 。 常

に 変 動 す る 野 生 生 物 の 生 息 ・ 生 育 状 況 を 常 時 確 認 す

る こ と は 難 し い と し て も 、 定 期 的 な 調 査 に よ っ て 状

況 を 確 認 し 傾 向 を 把 握 し て お く 必 要 が あ り ま す 。  

当 町 で は 、 群 馬 県 発 刊 の レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 動 物

編（ 平 成 2 4 年 度 改 訂 ）を 、自 然 環 境 と 野 生 動 植 物 を

守 る た め 、 開 発 工 事 等 の 際 に 配 慮 す べ き 重 要 な 指 標

と し て 活 用 し て い き ま す 。 な お 、 国 内 希 少 野 生 動 植

物 種 と し て 8 9 種 が 指 定 さ れ て い ま す が 、県 内 は わ ず

か 1 0 種 と な っ て い ま す 。  

 

 

 図 4 は 、 町 内 の 公 共 の 場 所 で

死 亡 し た 野 生 動 物 （ 犬 、 猫 は 除

く ）の 回 収 数 を 示 し た も の で す 。

国 道 2 5 4 号 の 交 通 量 の 増 加 等 に

伴 い 車 と 衝 突 す る 野 生 動 物 数 が

増 え て い ま す 。 ま た 、 そ の 種 類

も タ ヌ キ や ハ ク ビ シ ン と い っ た

小 型 動 物 か ら 、 シ カ 、 イ ノ シ シ

と い っ た 大 型 動 物 が 増 え て お

り 、 こ れ ら の 生 き 物 が 人 里 近 く

へ 出 没 し て い る 様 子 が う か が え

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

動物 植物

オオタカ ウラジロヒカゲツツジ

イヌワシ アツモリソウ

オジロワシ カッコソウ

オオワシ

クマタカ

ハヤブサ

ヒョウモンモドキ

■県内に生息する希少野生動植物

▲ヒョウモンモドキ

▲カッコソウ
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▼図4　　町内公共の場所で死亡し、回収した野生動物数▼図4　　町内公共の場所で死亡し、回収した野生動物数▼図4　　町内公共の場所で死亡し、回収した野生動物数▼図4　　町内公共の場所で死亡し、回収した野生動物数

　　　　　　（主にシカ、イノシシ、タヌキ、ハクビシン等）　　　　　　（主にシカ、イノシシ、タヌキ、ハクビシン等）　　　　　　（主にシカ、イノシシ、タヌキ、ハクビシン等）　　　　　　（主にシカ、イノシシ、タヌキ、ハクビシン等）

　　　　　　※犬、猫は含まれていません　　　　　　※犬、猫は含まれていません　　　　　　※犬、猫は含まれていません　　　　　　※犬、猫は含まれていません

計画目標計画目標計画目標計画目標 達成目安達成目安達成目安達成目安 平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果 判定判定判定判定

自然や動植物の保全の仕組

みをつくる

貴重な動植物および生育・生

息地を指定する

群馬県発刊のレッドデータブッ

クを、配慮すべき重要な指標を

として活用

○

「自然・生きもの」　計画目標　→　取組状況「自然・生きもの」　計画目標　→　取組状況「自然・生きもの」　計画目標　→　取組状況「自然・生きもの」　計画目標　→　取組状況
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▼図5　　生ごみ処理機の補助件数▼図5　　生ごみ処理機の補助件数▼図5　　生ごみ処理機の補助件数▼図5　　生ごみ処理機の補助件数

№№№№ 4444     ご み の 減 量 へ の 取 り 組 みご み の 減 量 へ の 取 り 組 みご み の 減 量 へ の 取 り 組 みご み の 減 量 へ の 取 り 組 み                     

今 、 時 代 は 大 量 消 費 か ら エ コ

や リ サ イ ク ル の 時 代 へ と 変 化 し つ つ  

あ り ま す 。 町 で は 平 成 1 2 年 度 か

ら 、 ゴ ミ の 減 量 を 進 め る た め 生 ご み

処 理 機 を 購 入 し た 方 へ の 補 助

（ 本 体 価 格 の 1 / 2 で 最 大 2 5 , 0 0 0

円 ま で ） を 実 施 し て お り 、 平 成 2 5

年 度 も 継 続 実 施 し ま し た 。  

生 ご み 処 理 機 は 、 生 ご み を 乾

燥 ・ 減 量 化 す る こ と で 、 家 庭 菜 園

等 の 肥 料 と し て 再 利 用 で き る ほ

か 、 乾 燥 し て か ら 燃 え る ご み と し て

排 出 す る 場 合 も 、 燃 え や す く な る と い う メ リ ッ ト が あ り ま す 。  

な お 、 図 5 は 平 成 1 2 年 度 か ら 2 5 年 度 ま で の 生 ご み 処 理 機 補 助 件 数 （ 1 9 5 基 ） で 、

ご み 減 量 へ の 取 り 組 み と し て は 満 足 な 数 値 と は 言 え ま せ ん が 、 重 要 な 取 り 組 み の ひ と

つ と し て 、 今 後 も 推 進 し て い く 考 え で す 。  

 

図 6 は 、 地 区 や 団 体 が 行 な う

廃 品 回 収 （ 有 価 物 集 団 回 収 ） に

対 す る 補 助 の 実 績 で す 。 こ の 集 団

回 収 は 、 ご み の 減 量 化 と 資 源 の

有 効 活 用 に 貢 献 し て い ま す 。  

平 成 1 7 年 度 を ピ ー ク に 右 肩 下

が り と な っ て い ま す が 、 こ れ は 少 子

化 、 人 口 の 減 少 に 起 因 す る 回 収

団 体 の 減 少 が 主 な 原 因 と 考 え ら

れ ま す 。  

中 で も 平 成 1 8 年 度 に 大 幅 に

減 少 し て い ま す が 、 こ れ は 予 算 の

都 合 上 、 学 校 に 対 し て の み 補 助

金 を 交 付 し た た め に 回 収 量 が 大 幅 に 減 少 と な り ま し た 。 平 成 1 9 年 度 以 降 は 、 補 助 単

価 の 減 額 （ 8 円 → 5 円 ／ ㎏ ） は し た も の の 制 度 と し て は 復 活 し て い ま す 。 し か し 、 一 度 回

収 し な く な っ た た め 、 そ の ま ま 再 開 し な い 団 体 も あ り 、 回 収 団 体 数 ・ 回 収 量 と も 平 成 1 7

年 度 並 み ま で に 回 復 せ ず 、 減 少 を 続 け て い ま す 。  

さ ら に 平 成 2 4 年 度 に は 、 小 学 校 4 校 が 統 合 さ れ 1 校 に な っ た た め 各 小 学 校 P TA

が 中 心 と な っ て 実 施 し て い た 集 団 回 収 活 動 が無 く な り 、 一 部 地 域 で の 実 施 と な っ て い

る こ と か ら 、 大 幅 な 減 少 と な っ て い ま す 。  

し か し な が ら 、増 加 す る 廃 棄 物 問 題 、 年 々深 刻 化 す る 地 球 環 境 問 題 な ど を背 景 に

今 後 重 要 視 さ れ る 資 源 リ サ イ ク ル は 、 ご み の 減 量 化 に も つ な が る こ と か ら 、 今 後 も 補 助

金 制 度 を 継 続 し 、 有 価 物 集 団 回 収 団 体 を 支 援 し て い き ま す 。  

 

▼図6　　有価物集団回収の推移▼図6　　有価物集団回収の推移▼図6　　有価物集団回収の推移▼図6　　有価物集団回収の推移
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図 ７は 「ご み 排 出 量 状 況 」を 年 度 別

に示 し た も の で す 。 こ の 図 か ら は 、 ご み 排

出 総 量 が や や 減 少 傾 向 に あ る こ と が伺

え ま す が 、 こ れ は 人 口 減 少 に伴 う も の と

考 え ら れ ま す 。  

ま た 、直 接 搬 入 ご み が 平 成 2 4 年 度

（ 336ｔ） に比 べ平 成 2 5 年 （ 505 t） と増 加 し

て い ま す が 、 平 成 2 4 年 度 に 行 わ れ た焼

却 炉 の改 修 工 事 に よ り 、半 年 間 利 用 で

き な か っ た こ と が 要 因 で す 。  

 な お 、直 接 ご み を焼 却 場 に搬 入 し た

場 合 、個 人 及 び事 業 者 に限 ら ず 、 有

料 （ 1 ㎏ 2 0 円 ／ 1 ヵ月 2 0 0 ㎏超 え の 場

合 ） と し て扱 い 、 ご みステーション を 利 用 す る 方 （可 燃 ご み袋 4 5 L／ 1 枚 2 5 円 ） と不 公

平 の な い よ う 実 施 し て い ま す 。  

 

 

 図 8 は 「ご み の 処 理 別 量 の 推

移 」で す 。 人 口 減 少 に伴 い 処

理 量 は 年 々減 少 し て い ま す が 、

新 聞 紙 な ど 資 源 ご み と し て分

別 を徹 底 す る な ど 、 資 源 化 量

を増 や し て 、焼 却 す る ご み の 量

を 減 ら す努 力 が求 め ら れ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

▲直接搬入ごみについては、計測機で測定し、

　毎月の総重量（200㎏以上）に応じ支払を

　請求しています　（写真：下仁田町清掃センター）

▲新聞紙等の資源リサイクルを行い、

　焼却量の減少を進めています

▲ペットボトルも分別され、リサイクル業者

　へ引き渡します

▼図7　　ごみ排出量状況▼図7　　ごみ排出量状況▼図7　　ごみ排出量状況▼図7　　ごみ排出量状況

▼図8　　排出されたごみの処理別量の推移▼図8　　排出されたごみの処理別量の推移▼図8　　排出されたごみの処理別量の推移▼図8　　排出されたごみの処理別量の推移
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図 9 は 「一 人 一 日 あ た り の ご み 排 出

量 」の 推 移 で す 。 平 成 2 5 年 度 で は 一

人 一 日 あ た り の ご み 排 出 量 は 6 7 7 ｇと な

っ て い ま す 。  

町 民 1 人 が毎 日 1 0 g の ご み を 減 ら す

こ と が で き れ ば 、 町 全 体 で 年 間 約 3 2 ｔも

の ご み を 減 ら す こ と が可 能 で す 。  

ま た 、当 町 の ご み 処 理 経 費 は 1 年 間 で

7 4 , 8 9 9 千 円 （ 処 理 及 び維 持 管 理  費

の み ／ 町 民 1 人 あ た り約 8 , 6 2 3 円 ） と な

っ て い ま す 。    

    

    

    

    

    

    

▼図9　　一人一日あたりのごみ排出量▼図9　　一人一日あたりのごみ排出量▼図9　　一人一日あたりのごみ排出量▼図9　　一人一日あたりのごみ排出量

計画目標計画目標計画目標計画目標 達成目安達成目安達成目安達成目安 平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果 判定判定判定判定

美化活動を定例化する

廃品回収（古紙、布、ビン、缶

等）を実施していただいた団体

に、助成金を交付しごみ減量

化を推進→平成25年度実績／

22団体、換算回収料104ｔ、助

成金額523,450円）

〇

生ごみ処理機を普及させる

3台分の補助金交付（平成25

年度時点での補助対象台数：

195台）

〇

ごみの区別とリサイクルを進

める

紙・容器包装プラスチックを分

別対象とし、燃やすごみの資

源化率を高める

紙、容器包装プラスチックは

「燃えるごみ」として焼却されて

おり、資源化が図れていない

状況。直接の窓口となる甘楽

西部環境衛生施設組合と協議

を進める

×

「ごみの減量」　計画目標　→　取組状況「ごみの減量」　計画目標　→　取組状況「ごみの減量」　計画目標　→　取組状況「ごみの減量」　計画目標　→　取組状況

ごみ減量のための工夫
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№№№№ 5555     省 エ ネ省 エ ネ省 エ ネ省 エ ネ ・・・・ 省 資 源 へ の 取 り省 資 源 へ の 取 り省 資 源 へ の 取 り省 資 源 へ の 取 り 組 み組 み組 み組 み     

地 球 温 暖 化 防 止 の 普 及 啓 発 を 図 り 、 身 近 で 成 果 が 実 感 し や す い 温 暖 化 防

止 に 向 け た 行 動 を 役 場 庁 舎 、 保 健 セ ン タ ー 、 甘 楽 西 部 環 境 衛 生 施 設 組 合 、

厚 生 病 院 、 荒 船 の 湯 等 で 引 き 続 き 省 エ ネ 対 策 に 取 り 組 み ま し た 。  

 表 4 の エ ネ ル ギ ー調 査 結 果 は 、 燃 料 使 用 量 、電 気 使 用 量 、自 動 車 走 行 量 等 消

費 量 を記 録 し 、省 エ ネ 対 策 の 基 礎 資 料 と し て確 認 し 、 さ ら な る省 エ ネ へ の 取 り 組 み を

進 め る も の で す 。  

 

こ の結 果 、計 画 目 標 に掲 げる 、冷 暖 房 の温 度 設 定 （冷 房 2 8℃／暖 房 2 0℃ ） を 中

心 に 、職 員 に よ る電 力 の 消 費 削 減 が定 着 し て き ま し た 。  

今 後 も 、節 電 ・節 水 に努 め る他 、庁 用 車 等 に つ い て も や さ し い車 の運 転 や不 要 な

アイド リ ング防 止 に 心 が け て ま い り ま す 。  

ま た 、省 資 源 の た め の 取 組 み と し て 、 町 民 の皆 様 の ご 協 力 に よ り 、マイバッ ク運 動 な

ど の定 着 が 進 み 、レジ袋 削 減 や簡 易 包 装 な ど 、環 境 に や さ し い買 い 物 スタイ ル が確 実

に 進 ん で い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

下仁田町 甘西環境 下仁田厚生病院 計 下仁田町 甘西環境 下仁田厚生病院 計

Ｌ 22,180 501 1,588 24,269 20,584 520 1,600 22,704 -1,565

Ｌ 117,765 16,073 0 133,838 118,832 16,200 0 135,032 1,194

Ｌ 4,533 1,194 0 5,727 4,184 1,200 0 5,384 -343

Ｌ 0 125,000 0 125,000 0 124,700 0 124,700 -300

　㎥ 2,469 0 0 2,469 2,472 0 0 2,472 3

　㎥ 72,384 0 180,069 252,453 71,403 0 178,845 250,248 -2,205

ＫＷＡ 1,895,987 1,208,739 882,969 3,987,695 1,739,768 1,221,700 874,350 3,835,818 -151,877

普通・小型乗用車 ｋｍ 79,486 0 17,549 97,035 79,456 0 14,780 94,236 -2,799

軽自動車 ｋｍ 56,030 0 1,560 57,590 53,706 0 1,450 55,156 -2,434

普通貨物車 ｋｍ 8,984 0 0 8,984 8,493 0 0 8,493 -491

小型貨物車 ｋｍ 48,418 567 0 48,985 46,520 670 0 47,190 -1,795

軽貨物車 ｋｍ 97,029 6,887 0 103,916 94,795 7,045 0 101,840 -2,076

特殊用途車 ｋｍ 3,805 0 0 3,805 3,700 0 0 3,700 -105

バス ｋｍ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

普通・小型乗用車 ｋｍ 15,289 0 0 15,289 14,800 0 0 14,800 -489

普通貨物車 ｋｍ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小型貨物車 ｋｍ 8,728 3,188 0 11,916 9,700 3,450 0 13,150 1,234

特殊用途車 ｋｍ 6,215 731 0 6,946 4,750 674 0 5,424 -1,522

バス ｋｍ 7,888 0 0 7,888 5,600 0 0 5,600 -2,288

湿ｔ 0 2,382 0 2,382 0 2,400 0 2,400 18

乾ｔ 0 471 0 471 0 480 0 480 9

ｋｇ 0 0 5 5 0 0 5 5 0

　㎥ 0 7,704 0 7,704 0 7,800 0 7,800 96

人 981 14 526 1,521 981 14 526 1,521 0

ha-年生 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比較比較比較比較調査項目 単位

一般廃棄物焼却量（廃プラスチック）

笑気ガス（麻酔剤）使用量

平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度

し尿処理量（し尿処理施設）

浄化槽

町有林施業量（伐採面積－樹齢）

都市ガス

電気使用量（東京電力）

自動車の

走行量

ガ　ソ

リ　ン

ＬＰＧ

軽

油

一般廃棄物焼却量（全量）

▼▼▼▼表4　　　平成25年度エネルギー調査結果表4　　　平成25年度エネルギー調査結果表4　　　平成25年度エネルギー調査結果表4　　　平成25年度エネルギー調査結果

燃料消費

量

ガソリン

灯油

軽油

Ａ重油

液化石油ガス（ＬＰＧ）

平成24年度平成24年度平成24年度平成24年度

計画目標計画目標計画目標計画目標 達成目安達成目安達成目安達成目安 平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果 判定判定判定判定

省エネルギーを進める
冷房は28℃、暖房は20℃の

設定を保つ

公共施設における室内温度の

調整等を実施
〇

町内全体で消費する電力を削

減する

福島第一原発事故以来、原発

施設の停止等により、節電が見

直されている

〇

マイバック運動を定着
主婦層にマイバックの定着化

が進んでいる
〇

「省エネ・省資源」　計画目標　→　取組状況「省エネ・省資源」　計画目標　→　取組状況「省エネ・省資源」　計画目標　→　取組状況「省エネ・省資源」　計画目標　→　取組状況

省資源のための取組を進め

る
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№№№№ 6666     景 観 へ の 取 り 組 み景 観 へ の 取 り 組 み景 観 へ の 取 り 組 み景 観 へ の 取 り 組 み     

景 観 は 、 地 域 の自 然 、 歴 史 、文 化 や日 常 の様

々な 活 動 の結 果 と し て形 成 さ れ る も の で す 。  

そ の た め 、 良 好 な 景 観 を形 成 す る た め に は 、自

然 や 歴 史 的 な 景 観 の 保 全 、私 たちが暮 ら す 地 域

の 景 観 を創 造 し 、育 成 す る 取 り 組 み が 重 要 で す 。  

こ の こ と か ら 、当 町 で は 平 成 2 4 年 1 月 か ら 景 観

条 例 を 施 行 し 、 景 観 行 政 に 取 り 組 ん で い ま す 。  

ま た 、 景 観 に や さ し い花 木 を植 え る こ と で 、 農 村

風 景 を守 る 取 り 組 み と し て 、 下 仁 田 イ ンターチェン ジ

付 近 にアジ サ イ 園 を 開 設 し 観 光 資 源 と し て 地 元 の

アジ サ イ の会 が 実 施 し ま し た 。  

な お 、近 年 で は 高 齢 化 等 に よ る空 き 家 問 題 が 全 国 的 に 懸 念 さ れ て い ま す 。  

当 町 で は 、環 境 美 化 に 関 す る条 例 に 基 づき 、 地 域 に お け る空 き 家 の雑 草 繁 茂 対

策 や崩 壊 危 険 空 き 家 な ど 、 区 長 等 と連 携 し た 対 策 を 実 施 し 、空 き 家 所 有 者 の ご 理

解 と ご 協 力 を い ただき雑 草 駆 除 や解 体 等 を 実 施 す る こ と が で き ま し た 。  

し か し な が ら 、雑 草 駆 除 や解 体 な ど で 一 時 的 に 景 観 は 保 た れ ま す が 、管 理 が 手 薄

な土 地 に つ い て は 、 数 か月 後 に は雑 草 等 が繁 茂 し 景 観 を損 ねる な ど の問 題 が繰 り返

し 起 き て い る 状 況 で す 。  

今 後 は 、 こ の よ う な 景 観 問 題 を解 決 し 、次 世 代 に美 し い 景 観 を引 き 継 ぐと共 に 、 町

外 か ら の訪 問 者 を気 持 ちよ く迎 え 入 れ 出 来 る 町 づく り を 進 め ま す 。  

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

▲下仁田インターチェンジ付近に咲くアジサイ▲下仁田インターチェンジ付近に咲くアジサイ▲下仁田インターチェンジ付近に咲くアジサイ▲下仁田インターチェンジ付近に咲くアジサイ

▲下仁田駅周辺の空き家

→→→→

▲所有者が適正管理のため解体を実施

計画目標計画目標計画目標計画目標 達成目安達成目安達成目安達成目安 平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果 判定判定判定判定

美しいまち並みを守るための

取組を進める

景観整備重点地区（仮称）を

設置する

下仁田町景観条例を平成24年

1月1日から施行し町の良好な

景観を次世代に引き継ぐことを

目的

〇

美しい農村風景を守るため

の取組を進める
緑化コンクールを実施する

景観にやさしい草や木を植える

ことで美しい農村風景を守る取

組を実施

〇

「景観」　計画目標　→　取組状況「景観」　計画目標　→　取組状況「景観」　計画目標　→　取組状況「景観」　計画目標　→　取組状況
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▼図10　　環境美化パトロールの実績▼図10　　環境美化パトロールの実績▼図10　　環境美化パトロールの実績▼図10　　環境美化パトロールの実績

№№№№ 7777     生 活 環 境 へ の 取 り 組 み生 活 環 境 へ の 取 り 組 み生 活 環 境 へ の 取 り 組 み生 活 環 境 へ の 取 り 組 み     

 図 1 0 は 、 平 成 1 5 年 度 か ら 実 施

し て い るポイ捨 て や不 法 投 棄 に伴

う 「環 境 美 化 パ トロー ル の 実 績 （ 出

勤 日 数 、 回 収 量 ） 」で す 。  

こ の美 化 パ ト ロー ル はシルバー

人 材 （ 下 仁 田 町 社 会 福 祉 協 議

会 ） に委 託 し 、通 年 （週 2 回 ） 実

施 し て お り 、 主 に群 馬 県 と 長 野 県

境 界 に あ る国 道 2 5 4 号 内 山 バイ

パ ス の 清 掃 活 動 が 中 心 と な り ま

す 。 回 収 量 は 年 々減 少 傾 向 に あ

り 、 平 成 2 5 年 度 で の 年 間 回 収 量

は 3 , 5 4 0 ㎏ で し た 。  

こ の よ う なポ イ捨 て や不 法 投 棄

は 、 下 仁 田 町 環 境 美 化 に 関 す る条 例 に 基 づき 、富 岡 警 察 署 下 仁 田 分 署 と連 携 し 、

証 拠 品 な ど か ら投 棄 し た 者 を 特 定 し検 挙 し て お り 、 今 後 も不 法 投 棄 を許 さ な い 体 制

づく り を 強 化 し ま し た 。  

 

 図 1 1 は 「公 害 苦 情 発 生 件 数 」

で す 。  

 生 活 環 境 に 関 す る規 制 は 、 主

に水 質 汚 濁 、 大 気 汚 染 、振 動 、

騒 音 、悪 臭 と い っ た 「公 害 」と呼 ば

れ る も の に限 ら れ ま す が 、 平 成 2 5

年 度 で は 、不 法 投 棄 1 3 件 、野 焼

き 5 件 が発 生 し て い ま す 。  

 

 

 平 成 2 5 年 度 に は 、国 道 2 5 4 号 内 山 バイパス

（ 1 2 号 橋 下 ） の不 法 投 棄 を群 馬 県 と当 町 で撤

去 し ま し た 。現 場 に は電 化 製 品 、古 タイヤ、 生 活

ご み な ど が散 乱 し 、環 境 景 観 を損 ね 、動 植 物 の

生 態 系 を乱 し て い ま す 。  

 こ の よ う な悪 質 で身 勝 手 な不 法 投 棄 対 策 と し

て 、富 岡 警 察 署 下 仁 田 分 署 に依 頼 し 、夜 間 の

見 回 りパ トロー ル を 実 施 し警 戒 を 強 め て い ま す 。  
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▼図11　　公害苦情発生件数▼図11　　公害苦情発生件数▼図11　　公害苦情発生件数▼図11　　公害苦情発生件数

←国道254号内山バイパス12号橋下に不法投棄

　された、家電製品や古タイヤ等。このような身勝手

　な不法投棄に多額の撤去費が使われています。

　（平成25年5月22日撮影）
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№№№№ 8888    環境への意識環境への意識環境への意識環境への意識     

 NHK が 実 施 し た調 査 で 、北 海 道 洞 爺 湖 サ ミ ッ ト （ 平 成 2 0 年 ） の 地 球 温 暖 化 防

止 対 策 や 、京 都 議 定 書 （温 室 効 果 ガス 6％削 減 ） な ど の意 識 調 査 で 、国 民 の環

境 へ の意 識 が 高 い こ と が報 告 さ れ て い ま す 。  

   ま た 、普 段 の 生 活 で気 を 付 け て い る こ と に つ い て は 、 「新 聞 紙 や空 きビン 、空 き缶

は 廃 品 回 収 か 資 源 ご み に 出 す 」 、 「油 な ど 、海 や川 を汚 染 す る よ う な も の は流 さ な

い 」 、 「無 駄 な包 装 を断 っ た り 、買 い 物 袋 を 持 参 す る 」と い っ た配 慮 に つ い て も 、 心 が

け て い る 回 答 結 果 も 出 て い ま す 。  

● 大 量 生 産 、 大 量 消 費 の 経 済大 量 生 産 、 大 量 消 費 の 経 済大 量 生 産 、 大 量 消 費 の 経 済大 量 生 産 、 大 量 消 費 の 経 済     

平 成 2 4 年 度 に環 境 省 が 実 施 し た調 査 で 、 「こ れ ま で の 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 型

の経 済 に 対 す る意 識 」を調 べた と ころ 、 「変 え て い く必 要 が あ る 」 「どちら か と 言 え ば

変 え て い く必 要 が あ る 」 と 回 答 し た 人 の割 合 が約 8 0％で し た 。増 加 す る 廃 棄 物 問

題 、 年 々深 刻 化 す る 地 球 環 境 問 題 な ど を背 景 に 、 こ れ ま で の 大 量 生 産 ・ 大 量 消

費 型 の経 済 を見 直 そ う と す る動 き が広 が り つ つ あ り ま す 。  

●●●● 将 来 世 代 に 残 し た い 社 会将 来 世 代 に 残 し た い 社 会将 来 世 代 に 残 し た い 社 会将 来 世 代 に 残 し た い 社 会     

東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の事 故 に よ り放 出 さ れ た放 射 性 物 質 は 、 今

後 、 長 期 間 に わ た っ て環 境 中 に残 存 し 続 け て い く こ と か ら 、 子 供 達 へ の将 来 的 な

影 響 が 懸 念 さ れ る な ど 、不 安 の声 が広 が っ て い ま す 。  

 平 成 2 4 年 度 に環 境 省 が 実 施 し た調 査 で 、 「将 来 世 代 に残 す社 会 で 重 視 さ れ る

べき も の 」に つ い て 、 「良 好 に 保 全 さ れ た自 然 環 境 や 生 活 環 境 」を 重 視 す る と 回 答

し た 人 は約 7 0％で 、 多 く が 子 供 や孫 な ど 子 孫 達 が 生 き る将 来 世 代 に 、環 境 が 保

全 さ れ て い る社 会 を残 し た い と望 ん で い る こ と が う か が え ま す 。  

 

 

 

 

    

 

 

計画目標計画目標計画目標計画目標 達成目安達成目安達成目安達成目安 平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果 判定判定判定判定

大人の環境に対する意識を

高める

環境に関するイベントを年１回

開催する

各地域にて道路愛護清掃を実

施し、環境美化にご協力とご理

解をいたく

〇

子どもの環境教育を進める

環境に関わる活動に、全町

民・事業者・行政が何らかの

形で参加する

環境（地質、植物等）に触れる

観察会を、下仁田自然学校の

主催で実施。子どもの環境教

育を進める

〇

「環境への意識」　計画目標　→　取組状況「環境への意識」　計画目標　→　取組状況「環境への意識」　計画目標　→　取組状況「環境への意識」　計画目標　→　取組状況

計画目標計画目標計画目標計画目標 達成目安達成目安達成目安達成目安 平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果平成25年度結果 判定判定判定判定

公害のない町づくりを進める 法規制の厳守を徹底する

野焼きの苦情対策を実施し、

住民の迷惑にならないようにと

現地での口頭注意を徹底、今

後、野焼を行わないように町民

にご協力とご理解をいただい

た。また、環境美化対策として

不法投棄撲滅のため平成25年

度もシルバー人材による道路

パトロールを85日実施し、

3,540㎏の不法投棄を回収した

〇

「生活環境」　計画目標　→　取組状況「生活環境」　計画目標　→　取組状況「生活環境」　計画目標　→　取組状況「生活環境」　計画目標　→　取組状況
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№ 所属 氏名

1 会　長 下仁田自然学校（校長） 真野　勝友

2 副会長 下仁田町議会（社会経済常任委員長） 原　　秀男

3 委　員 下仁田町議会（社会経済常任副委員長） 矢嶋　榮一

4 委　員 下仁田町観光協会（副会長） 上原　康廣

5 委　員 下仁田町商工会（理事） 佐藤　憲一

6 委　員 甘楽富岡農業協同組合（理事） 上原　武男

7 委　員 下仁田町森林組合（組合長） 須賀　芳明

8 委　員 下仁田町蒟蒻組合（理事長） 小林　　徹

9 委　員 下仁田町校長会（下仁田中校長） 茂木　　学

下仁田町　健康課長 神戸　　哲

下仁田町　健康課長補佐（保健センター所長） 樋口　令子

下仁田町　健康課環境係長 市川　博生

下仁田町　健康課環境係主事 小林　岳人

事務局

下仁田町大字下仁田111‐2　下仁田町保健センター内

電話0274－82－5490

下仁田町環境審議会委員名簿下仁田町環境審議会委員名簿下仁田町環境審議会委員名簿下仁田町環境審議会委員名簿


